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http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/seminar-event/symposium.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
留学生と知り合える、だけでなく、他大学の(日本人)学生と知り合える、というメリットを全面に押し出す。
多くの人と出会える、異文化に触れられる、新たな学びが多いと言われても、
具体的に何がいいか分からない、実際の活動が想像できないから、参加しない。

https://www.youtube.com/watch?v=ySNCcfHfCtQ&feature=youtu.be&fbclid=IwAR02GBAf5w2a_WA6QJgsA_ElP9HNKzGnLw54uSZLZiCAcJHynQxh5ziZ8Ho
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